
一
頁

国
立
大
学
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

指
定
国
立
大
学
法
人
制
度
の
創
設

一

指
定
国
立
大
学
法
人
の
指
定

文
部
科
学
大
臣
は
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
活
動
の
展
開
が
相
当
程
度
見
込
ま
れ
る
国
立
大
学
法
人
を
、
そ
の
申

請
に
よ
り
、
指
定
国
立
大
学
法
人
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
（
以
下
「
評
価
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
を
し
た
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
四
条
の
四
関
係
）

二

研
究
成
果
を
活
用
す
る
事
業
者
へ
の
出
資

指
定
国
立
大
学
法
人
は
、
当
該
指
定
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
研
究
の
成
果
を
活
用
す
る
事
業
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め

る
も
の
を
実
施
す
る
者
に
対
し
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
出
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
四
条
の
五
関
係
）

三

中
期
目
標
に
関
す
る
特
例



二
頁

文
部
科
学
大
臣
は
、
指
定
国
立
大
学
法
人
の
中
期
目
標
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
世
界
最
高

水
準
の
教
育
研
究
活
動
を
行
う
外
国
の
大
学
の
業
務
運
営
の
状
況
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
四
条
の
六
関
係
）

四

余
裕
金
の
運
用
の
認
定
の
特
例

指
定
国
立
大
学
法
人
は
、
第
二
の
二
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
な
く
第
二
の
二
に
規
定
す
る
運
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
四
条
の
七
関
係
）

五

役
職
員
の
報
酬
、
給
与
等
の
特
例
等

指
定
国
立
大
学
法
人
の
役
職
員
の
報
酬
、
給
与
等
の
支
給
の
基
準
に
関
す
る
特
例
を
設
け
る
た
め
、
所
要
の
読
替
え
を

定
め
る
と
と
も
に
、
指
定
国
立
大
学
法
人
の
専
ら
教
育
研
究
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
そ
の
他
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
当

該
職
員
が
行
う
教
育
研
究
の
内
容
及
び
成
果
に
つ
い
て
の
国
際
的
評
価
を
勘
案
し
て
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
四
条
の
八
関
係
）

六

評
価
委
員
会
の
委
員
へ
の
外
国
人
の
任
命

文
部
科
学
大
臣
は
、
大
学
の
運
営
に
関
し
て
高
い
識
見
を
有
す
る
外
国
人
を
評
価
委
員
会
の
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
が



三
頁

で
き
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
で
あ
る
評
価
委
員
会
の
委
員
は
、
評
価
委
員
会
の
会
務
を
総
理
し
、
評
価
委
員

会
を
代
表
す
る
者
と
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
当
該
委
員
の
数
は
、
評
価
委
員
会
の
委
員
の
総
数
の
五
分
の
一
を
超
え
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
関
係
）

第
二

国
立
大
学
法
人
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
の
資
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
の
措
置

一

土
地
等
の
貸
付
け

国
立
大
学
法
人
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
（
以
下
「
国
立
大
学
法
人
等
」
と
い
う
。
）
は
、
業
務
の
遂
行
に
支
障

の
な
い
範
囲
内
で
、
そ
の
対
価
を
当
該
国
立
大
学
法
人
等
の
教
育
研
究
水
準
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
費
用

に
充
て
る
た
め
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
当
該
国
立
大
学
法
人
等
の
所
有
に
属
す
る
土
地
等
で
あ
っ
て
、
当

該
業
務
の
た
め
に
現
に
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
面
こ
れ
ら
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い

も
の
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
四
条
の
二
関
係
）

二

余
裕
金
の
運
用
の
認
定

国
立
大
学
法
人
等
の
う
ち
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
、
当
該
国
立
大
学
法
人
等
が

受
け
た
寄
附
金
を
原
資
と
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
余
裕
金
の
運
用



四
頁

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

１

金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
に
規
定
す
る
有
価
証
券
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（

株
式
を
除
く
。
）
の
売
買

２

預
金
又
は
貯
金
（
文
部
科
学
大
臣
が
適
当
と
認
め
て
指
定
し
た
も
の
に
限
る
。
）

３

信
託
会
社
又
は
信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
へ
の
金
銭
信
託

（
第
三
十
四
条
の
三
関
係
）

第
三

そ
の
他

一

財
務
大
臣
と
の
協
議

文
部
科
学
大
臣
が
第
一
の
二
若
し
く
は
第
二
の
一
の
認
可
又
は
第
二
の
二
の
２
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
六
条
関
係
）

二

罰
則

第
二
の
二
に
違
反
し
て
業
務
上
の
余
裕
金
を
運
用
し
た
と
き
の
罰
則
を
定
め
る
こ
と
。

（
第
四
十
条
関
係
）

第
四

附
則



五
頁

一

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
の
六
並
び
に
第
四
の
二

及
び
三
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

指
定
国
立
大
学
法
人
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
国
立
大
学
法
人
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
指
定
の
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
当
該
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
法
律
の

施
行
前
に
お
い
て
も
、
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行

の
日
に
そ
の
効
力
を
生
じ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
関
係
）

三

第
四
の
二
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
三
条
関
係
）


